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して行われた。これまでの学習者特性と教育方法(処遇)の関係の研究では， I適性処遇交互作用 CAptitude Treatｭ









の 3 つの特徴を持って進められた。つまり，従来のATI モデルが， Xを学習者特'性とし，学習者iのある特性(たと
えば， “向性" )に対する反応(傾向)を瓜(たとえば， “外向的" )と表記すると，処遇jに対する学習者iの学習
達成度 yi は，
yi= a jX， キ bj (i =1 ,…,n)(/ =1 , …,R) 
と記述され，学習者iの学習達成度 y. が最も大きくなるjをとるというものであったのに対し，本研究でのATI モデ
ルは，学習者iの学習者特性をp次元であると考え，学習者特性をぬとおくと ( pは学習者特性の種類(たとえば，
“向性"など)で， Xpi は学習者個人がpという特性に対して持つ特徴(たとえば， “外向的" )の値)，処遇jに対す
る学習者iの学習達成度y， は，
y ,= L a j x，戸 + b j (i =1 , …,n)(/ =1 , ".,R) 
p-l 
但 L. R: 特性の種類(ここで利用する特性の個数)
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で表されるので，学習者iにとって， y， の値が最も大きくなる処遇jをとるというものである。さらにyは学習達成度，



















第 3 章では，第 2 章での結果をふまえて，教育場面で現れるさまざまな交互作用の型を示した。特に ATI モデル




第 4 章では，前章で示したATI を一般化して数式化するために，数量化理論を応用して，複数の学習者の特性を
説明変数として同時に扱うことのできる「最適な処遇を予測するモデル」を提案した。これは，学習者特性が「量的」
に測定できるとは限らないことを考慮して，学習者iがアイテムjのカテゴリ hに反応すればし していなければ O と
なる関数 δi (jk) を導入し，アイテムjのカテゴリ hに付与する数量を a ih. (カテゴリスコア)とする時，学習者iに
与えられる数量 Yi (予測値)は，
R Cj 
Y;= X X a j/?j (j・k) + y-ο =1 ,2, ・・" n) 







































を展開してみせるとともに多くの処方的な知見を提示している o この多次元ATI モデルでは， また，最適な処遇を
数理的に予測できることを，コンビュータ・テスティングの場合で示したり，予測値と実測値を比較し，学習者特性
に適合した結果のフィードパックにより，学習者の学習に効果があることを実験的に明らかにする。さらに， I学習
者特性-処遇」の関係をデータベースとしてもつシステムを開発し，適応型フィードパックのできるコンビュータシ
ステムの可能性が検討される。以上， 10年以上にわたる一貫した研究によって，数理的な多次元ATI モデルを確立
し，限定された分野においてであるとはいえ，個性尊重の教育を実験的に実証してみせたことは，学術上も大いに意
義がある。
よって本研究科論文博士(人間科学)の学位授与に申し分のない論文であると判断される o
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